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ロ
グ
ラ
ム

	日程
	時　　間
	テーマ
	講　　師
（敬称略）

	
	11月

14日

（土）
	13:30～13:35
	事務局事務連絡
	

	
	
	13:35～15:15
	講座趣旨説明、

講義「子どものメンタルヘルス-症状からのアプローチ-」
	小野　善郎

	
	
	15:30～17:00
	講義「子どもの反社会的行動に対するマルチシステミックセラピー」
	吉川　和男

	
	11月

15日

（日）
	 ９:00～10:30
	講義「思春期の自傷行為」
	武井　明

	
	
	10:45～12:15
	講義「子どものトラウマと解離症状」
	亀岡　智美

	
	
	12:15～13:00
	昼食休憩　（受講料に昼食代が含まれています）
	

	
	
	13:00～14:30
	講義「子どもの不安と抑うつ症状」
	笠原　麻里

	
	
	14:30～15:00
	質疑応答
	小野、笠原



講師陣ご紹介





　　　　　　　＊＊＊＊＊企画講師　小野　善郎（宮城県精神保健福祉センター　所長）＊＊＊＊＊





吉川　和男　先生：国立精神神経センター精神保健研究所　司法精神医学研究部長


武井　明　　先生：市立旭川病院　精神科　診療部長


亀岡　智美　先生：大阪府立こころの健康総合センター　相談診療部長


笠原　麻里　先生：国立成育医療センターこころの心療部　育児心理科医長　　　　　　　　　（ご出講順）


　　　　　　　　　








NO. 09830











＊プログラムは変更になる場合があります





2009年度　東北集中講座





教育、子ども家庭福祉、地域保健などの分野における子どもへの支援では、子どもの発達や情緒・行動上の問題への関心と理解が高まり、発達障害や精神障害の診断が活用されることも増えてきている。何らかの不適応や困難を抱えている子どもの理解と援助に精神医学診断は有用であることも多いが、ともすれば診断を付けることにばかり注意が向けられ、その子どもの示している「症状」の持つ意味を考えることが疎かになってしまうこともある。そこで、本講座では小児期と思春期の代表的な症状を取り上げ、その症状から何を考え、どのように援助するかを検討することを通して、さまざまな現場でできる子どもの精神保健活動への理解を深めていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


小野善郎（宮城県精神保健福祉センター）





主　催  : 財団法人 明治安田こころの健康財団


期　日	：２００9年11月14日（土）～15日（日）


受講対象	：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家


定　員	：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：13,000円（税込み・２日目昼食付き）


会　場	：宮城県建設会館（宮城県仙台市青葉区）電話022-225-8852


【勾当台公園駅（仙台駅から地下鉄二駅）から徒歩10分】


宿　泊	：宿泊が必要な方は「ホテルグリーンライン」（会場徒歩３分、本講座特別提携）をご利用いただけます（一泊5,000円、朝軽食付）。本講座の受講者である旨を最初にお申し出ください。予約・問合せなどは直接ホテルにお願いします（電話022-217-8311）。


後　援　：宮城県、宮城県教育委員会、青森県、青森県教育委員会、岩手県、


〔申請予定〕 秋田県、秋田県教育委員会、山形県、山形県教育委員会、福島県、福島県教育委員会、


仙台市、仙台市教育委員会


1-4-14TEL：後　援


後援：宮城県・宮城県





子どものメンタルヘルス　– 症状からのアプローチ -














